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学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点

１　これまでに経験した学校行事を振り返る。

２　資料を読み、「僕」や仲間たちの気持ち
　について考える。

　・みんなといい思い出をつくりたい。
　・自分の力をみんなのために使いたい。
　・自分を変えたい。

　・精一杯頑張った。
　・自分たちは力を合わせることができた。
　・互いに、仲間への信頼が生まれている。

３　「僕」や仲間たちが得たものについて考
　える。

　
　・全力でやりきった。
　・頑張った応援演技が認められた。
　・みんなと一体感を感じることができた。
　・夢中になれて楽しかった。
　・自分たちに自信がもてた。

　・最高の体育大会だった。
　・やればできるということが実感できた。
　・リーダーがいてくれたから、みんなでが
　　んばれた。

４　今後の自分たちの学校行事への取組につ
　いて考える。

・良かったところ、課題となったところを発
　表させる。

・希望とともに不安もあったことに気づか
　せ、それでもがんばろうとした理由を想像
　させたい。

・仲間への信頼感や互いの頑張りに対する肯
　定感が生まれていることに気づかせる。
・困難な状況をみんなで乗り越えようとする
　気持ちに気づかせる。

・「ありがとう」に込められた思いを考えさ
　せたい。
・信頼し合い、感謝し合える仲間関係になれ
　たことをみんなが感じていることを認識さ
　せたい。

・仲間の言葉によって僕の自尊感情が高めら
　れたことに気づかせたい。
・自分の役割を果たし、仲間とともに精一杯
　努力することの大切さを認識させたい。

・今後の学校行事や活動に対する前向きな気
　持ちをもたせたい。

１　ねらい

　○　それぞれの良さを認め、伝え合い、自分の力を周囲の人々のために発揮したいという思いで生  
　　活をすることで、自分という存在に自信をもち自己肯定感を育むことができることに気づく。 

２　趣旨

　○　体育大会への取組を通して、力を合わせて努力したことにより、自己肯定感を得た「僕」の姿
を通して、学年や学級等の中での自分の役割について考えさせたい。

　○　一人の声がみんなの心を動かし成果や絆を生むことを認識させ、自分がその一人になりたいと
いう思いと、また、仲間から声がでた時には率先して協力したいという気持ちをもたせたい。

３　配慮事項

　○　体育大会や文化祭などの取組を始める時期に扱うとよい。

４　展開例

５　参考

　○　本資料は、平成 24 年度篠山市音楽弁論大会最優秀賞受賞作品「自分次第」を改編したもので
ある。

なぜ応援リーダーに立候補したのでしょう。

「自分たちはこれまでとは違うはずや。」とはどういうことでしょう。

なぜ、みんなが笑顔だったのでしょう。

№ ⑰ 分類 1－⑵－ア 資料名 みんなが笑顔 学年 3年 領域 道徳 1－⑸

みんなの感想にはどのようなことが書かれていたのでしょう。


